
コーポレートガバナンス

 セブン＆アイHLDGS. は、傘下の事業会社を監督・統括する持株会社としてコーポレートガバナンスの強化とグループ企業価値の最
⼤化を使命としています。

基本的な考え⽅

 セブン＆アイHLDGS. は、コーポレートガバナンスとは、社是に基づき、お客様、お取引先・加盟店、株主・投資家、地域社会そし
て社員等のステークホルダーの皆様からの信頼を確保し、末永くご愛顧いただくために、誠実な経営体制を構築・維持し、財務・⾮財
務（ESG）両⾯での中⻑期的なグループ企業価値を継続的に⾼めることにより、持続的に成⻑するための仕組みと考えます。持株会社
として、コーポレートガバナンスの強化とグループ企業価値の最⼤化を使命としており、事業会社へのサポートと監督、最適な資源配
分等を通じて、この使命の達成に真摯に取り組んでまいります。 
 セブン＆アイHLDGS. においては、独⽴性を保持し、法律や財務会計等の専⾨知識等を有する複数の社外監査役を含む監査役（監査
役会）が、会計監査⼈・内部監査部⾨との積極的な連携を通じて⾏う「監査」と、独⽴性を保持し、⾼度な経営に対する経験・⾒識等
を有する複数の社外取締役を含む取締役会による「経営戦略の⽴案」「業務執⾏の監督」とが協働し、ガバナンスの有効性を図ってい
ます。これらの体制は、セブン＆アイHLDGS. のコーポレートガバナンスを実現・確保するために実効性があり、適正で効率的な企業
経営を⾏えるものと判断しているため、このようなガバナンス体制を採⽤しています。

セブン＆アイHLDGS. のコーポレートガバナンス体制（2022年5⽉28⽇現在）

コーポレートガバナンスに関する詳細はこちら

セブン＆アイ　　　　　　　サステナビリティデータブック 2022HLDGS. 9

https://www.7andi.com/ir/management/governance.html

